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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

中間連結会計期間
第69期

中間連結会計期間
第68期

会計期間

自2024年
　４月１日
至2024年
　９月30日

自2025年
　４月１日
至2025年
　９月30日

自2024年
　４月１日
至2025年
　３月31日

売上高 （千円） 5,176,153 5,075,981 10,312,082

経常利益 （千円） 105,248 80,350 358,930

親会社株主に帰属する中間

（当期）純利益
（千円） 31,444 27,189 229,982

中間包括利益又は包括利益 （千円） 10,988 88,035 287,620

純資産額 （千円） 6,948,441 7,162,204 7,225,074

総資産額 （千円） 12,486,582 12,475,561 12,422,219

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 17.67 15.31 129.39

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.6 57.4 58.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 330,472 202,372 1,181,764

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △47,322 △12,812 △132,341

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △466,269 △364,406 △723,141

現金及び現金同等物の中間期末（期

末）残高
（千円） 3,942,433 4,276,987 4,451,834

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善等を背景として緩やかな回復基調で推移いた

しました。一方、米国の通商政策等の不確実性や不安定な国際情勢の長期化、原材料価格の高騰を始めとする物価

上昇等による景気への影響により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが関連する工事用保安用品業界におきましては、防災・減災、国土強靭化計画が継続されている一

方で、受注競争の激化に加え、仕入価格や輸送コストも高止まりしており、依然として厳しい経営環境が続いてお

ります。

この様な状況下、「AIカメラート」や「トラカメ」等のカメラ関連商品と夏季の熱中症対策商品を積極的に営業

を行い、レンタル売上の強化とレンタル投入の抑制も継続してまいりました。

この結果、当中間連結会計期間の連結業績は、売上高5,075百万円（前年同期比1.9％減）、営業利益73百万円

（前年同期比29.6％減）、経常利益80百万円（前年同期比23.7％減）、親会社株主に帰属する中間純利益27百万円

（前年同期比13.5％減）となりました。

 

②財政状態

（資産）

当中間連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較して53百万円増加し12,475百万円となりました。

この主な要因は、現金及び預金の減少174百万円、受取手形及び売掛金の増加188百万円、レンタル資産の減少21百

万円、投資有価証券の増加90百万円であります。

（負債）

当中間連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して116百万円増加し5,313百万円となりました。

この主な要因は、支払手形及び買掛金の増加74百万円、借入金の減少21百万円、リース債務の増加23百万円、未払

法人税等の増加22百万円であります。

（純資産）

当中間連結会計期間末の純資産の部は、前連結会計年度末と比較して62百万円減少し7,162百万円となりまし

た。この主な要因は、親会社株主に帰属する中間純利益27百万円、配当金の支払150百万円、その他有価証券評価

差額金の増加63百万円であります。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ174百

万円減少の4,276百万円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は202百万円（前年同期330百万円の収入）となりました。

　この内訳の主なものは、収入では税金等調整前中間純利益80百万円、減価償却費357百万円、仕入債務の増加

額74百万円、支出では売上債権の増加額188百万円、レンタル資産取得による支出107百万円、法人税等の支払

額24百万円であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は12百万円（前年同期47百万円の支出）となりました。

　この内訳の主なものは、支出では有形固定資産の取得による支出５百万円であります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は364百万円（前年同期466百万円の支出）となりました。

　この内訳の主なものは、支出ではリース債務の返済による支出192百万円、配当金の支払額150百万円であり

ます。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(6）研究開発活動

当中間連結会計期間における当社グループ全体の研究開発活動の総額は、299千円であります。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,720,000

計 6,720,000

 

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2025年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2025年11月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,000,000 2,000,000
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数100株

計 2,000,000 2,000,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

2025年４月１日～

2025年９月30日
－ 2,000,000 － 886,000 － 968,090
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（５）【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

㈲裕﨑興産 東京都文京区本郷5-25-14 553,840 31.20

岡﨑　勇 東京都杉並区 193,760 10.91

光通信ＫＫ投資事業有限責任組合 東京都豊島区西池袋1-4-10 75,600 4.26

吉田　政功 神奈川県横浜市磯子区 48,100 2.71

小川　由晃 和歌山県和歌山市 48,000 2.70

前山　満 和歌山県和歌山市 46,500 2.62

安本　雅洋 愛知県名古屋市瑞穂区 41,600 2.34

㈱三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内1-4-5 38,400 2.16

INTERACTIVE　BROKERS　LLC

（常任代理人　インタラクテ

ィブ・ブローカーズ証券㈱）

ONE　PICKWICK　PLAZA　GREENWICH,　

CONNECTICUT　06830　USA

（東京都千代田区霞が関3-2-5）

33,800 1.90

柿沼　佑一 埼玉県さいたま市中央区 30,000 1.69

計 － 1,109,600 62.50
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 224,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,759,600 17,596 －

単元未満株式 普通株式 15,800 － －

発行済株式総数  2,000,000 － －

総株主の議決権  － 17,596 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が48株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2025年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

セフテック㈱
東京都文京区本郷

5-25-14
224,600 － 224,600 11.23

計 － 224,600 － 224,600 11.23

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、東邦監査法人による期中レビューを受けております。

 

 

EDINET提出書類

セフテック株式会社(E03251)

半期報告書

 8/19



１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,451,834 4,276,987

受取手形及び売掛金 1,955,780 2,144,413

商品及び製品 1,318,664 1,397,061

原材料 198,420 119,816

その他 70,621 96,395

貸倒引当金 △3,987 △4,365

流動資産合計 7,991,334 8,030,309

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 576,317 606,020

レンタル資産（純額） 328,433 307,206

土地 1,808,462 1,808,462

リース資産（純額） 912,902 924,476

建設仮勘定 63,756 －

その他（純額） 18,578 20,579

有形固定資産合計 3,708,450 3,666,745

無形固定資産 42,236 41,709

投資その他の資産   

投資有価証券 503,752 594,458

繰延税金資産 61,619 27,129

その他 125,111 120,561

貸倒引当金 △10,286 △5,352

投資その他の資産合計 680,198 736,796

固定資産合計 4,430,884 4,445,251

資産合計 12,422,219 12,475,561
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 989,224 1,063,677

短期借入金 1,601,000 1,631,000

１年内返済予定の長期借入金 153,200 104,400

リース債務 348,742 360,293

未払法人税等 39,959 62,157

賞与引当金 112,814 132,304

その他 234,756 252,356

流動負債合計 3,479,697 3,606,189

固定負債   

長期借入金 672,800 670,000

リース債務 574,473 586,569

長期未払金 65,600 65,600

再評価に係る繰延税金負債 97,804 97,804

退職給付に係る負債 304,970 285,394

その他 1,800 1,800

固定負債合計 1,717,447 1,707,167

負債合計 5,197,145 5,313,357

純資産の部   

株主資本   

資本金 886,000 886,000

資本剰余金 968,090 968,090

利益剰余金 6,622,701 6,498,986

自己株式 △355,424 △355,424

株主資本合計 8,121,367 7,997,652

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 301,154 364,283

土地再評価差額金 △1,216,251 △1,216,251

退職給付に係る調整累計額 18,803 16,520

その他の包括利益累計額合計 △896,293 △835,447

純資産合計 7,225,074 7,162,204

負債純資産合計 12,422,219 12,475,561
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 5,176,153 5,075,981

売上原価 2,853,431 2,848,657

売上総利益 2,322,721 2,227,324

販売費及び一般管理費 ※ 2,218,686 ※ 2,154,076

営業利益 104,035 73,248

営業外収益   

受取利息 369 4,809

受取配当金 6,324 9,004

受取賃貸料 7,957 13,320

鉄屑売却益 5,538 3,279

その他 5,109 4,199

営業外収益合計 25,300 34,614

営業外費用   

支払利息 17,823 21,499

その他 6,263 6,012

営業外費用合計 24,086 27,511

経常利益 105,248 80,350

特別損失   

投資有価証券評価損 26,204 －

特別損失合計 26,204 －

税金等調整前中間純利益 79,043 80,350

法人税、住民税及び事業税 61,349 46,719

法人税等調整額 △13,750 6,440

法人税等合計 47,599 53,160

中間純利益 31,444 27,189

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 31,444 27,189
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 31,444 27,189

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △18,302 63,128

退職給付に係る調整額 △2,153 △2,282

その他の包括利益合計 △20,456 60,845

中間包括利益 10,988 88,035

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 10,988 88,035

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 79,043 80,350

減価償却費 388,528 357,575

投資有価証券評価損益（△は益） 26,204 －

レンタル資産取得による支出 △152,983 △107,014

受取利息及び受取配当金 △6,693 △13,814

支払利息 17,823 21,499

売上債権の増減額（△は増加） 96,705 △188,632

棚卸資産の増減額（△は増加） △105,454 207

仕入債務の増減額（△は減少） 105,214 74,453

その他 △78,572 10,181

小計 369,815 234,804

利息及び配当金の受取額 6,673 13,756

利息の支払額 △18,434 △21,499

法人税等の支払額 △27,581 △24,688

営業活動によるキャッシュ・フロー 330,472 202,372

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △44,087 △5,394

その他の支出 △3,566 △7,488

その他の収入 331 70

投資活動によるキャッシュ・フロー △47,322 △12,812

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 30,000

長期借入れによる収入 500,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △551,600 △151,600

リース債務の返済による支出 △223,333 △192,327

自己株式の取得による支出 △39,340 －

配当金の支払額 △151,994 △150,479

財務活動によるキャッシュ・フロー △466,269 △364,406

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △183,119 △174,846

現金及び現金同等物の期首残高 4,125,552 4,451,834

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 3,942,433 ※ 4,276,987
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
　　至 2024年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
　　至 2025年９月30日）

運搬費 337,930千円 334,566千円

貸倒引当金繰入額 2,690 3,200

従業員給料・賞与 864,595 836,872

賞与引当金繰入額 133,431 127,464

退職給付費用 22,051 24,978

賃借料 226,648 235,299

減価償却費 38,147 42,523

 

 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

現金及び預金勘定 3,942,433千円 4,276,987千円

現金及び現金同等物 3,942,433 4,276,987
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月27日

定時株主総会
普通株式 152,536 340 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金

 
（注）当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っておりますが、2024年３月31日を基

準日とする配当につきましては、株式分割前の株式数を基準とした金額を記載しております。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月27日

定時株主総会
普通株式 150,904 85 2025年３月31日 2025年６月30日 利益剰余金

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

当社グループは単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

当社グループは単一のセグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

（収益の分解情報）

  （単位：千円）

 

前中間連結会計期間

（自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間

（自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日）

顧客との契約から生じた収益   

（品目別）   

標識・標示板 719,328 723,075

安全機材 308,298 281,845

保安警告サイン 319,996 289,507

安全防災用品 486,443 524,515

その他 575,563 523,149

小　　計 2,409,631 2,342,093

その他の源泉から生じた収益 2,766,521 2,733,887

合　　計 5,176,153 5,075,981

（注）その他の源泉から生じた収益は、リース取引に関する会計基準に基づくレンタル売上であります。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

１株当たり中間純利益 17円67銭 15円31銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 31,444 27,189

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益（千円）
31,444 27,189

普通株式の期中平均株式数（株） 1,779,444 1,775,352

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年11月７日

セフテック株式会社

取締役会　御中

 

 東 邦 監 査 法 人

 東 京 都 千 代 田 区

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 藤　嵜　研　多

 

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 石　田　雄　樹

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセフテック株式

会社の2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日

まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、セフテック株式会社及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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